
芦屋市地域包括支援センター評価指標比較                      当日資料１ 

芦屋市地域包括支援センターＨ30，31 及び全国平均との比較

○本市の地域包括支援センターの特徴 

 令和元年度は包括的・継続的ケアマネジメントが一つの課題であったが，各包括が年度を通じて介護支援専門員をはじめとする地域

の住民，民生委員等と強い意識をもって活動いただいた結果，包括的・継続的ケアマネジメントが充実している結果であった。 

 全国平均と比較して総合相談に対する達成度は低い結果となった。要因は，相談事例に対する終結定義の共有と事例の分類方法を各

地域包括支援センターと確認する場を持てなかったことである。今年度は相談事例だけでなく，評価指標でばらつきのある項目につい

てはそれぞれ確認共有する場を設ける。 
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